
活動状況の紹介パネルなどを展示 間伐材シートを使用した流域宣言書

遠賀川流域宣言後、連携に向けて互いに手を取り合う遠賀川流域２２の首長たちと、福岡県知事(中央)、遠賀川河川事務所長(左端)

　流域22市町村長、小川県知事、遠賀川河川事務所長が一堂に
会し、「母なる遠賀川をより美しい川として次世代へ引き継ぐ」
とした「遠賀川流域宣言」を赤池中学校の生徒たちが力強く読み
上げた後、連携に向けて互いに手を取り合い、遠賀川の歴史に
とって大きな一歩となりました。

第3部 遠賀川流域宣言

宣言を読み上げる福智町立赤池中学校の生徒たち 遠賀川流域宣言（左）とチラシ【プログラム】（右） ※ｸﾘｯｸで拡大

遠賀川河川事務所長
西澤　洋行

福岡県河川課長
池永 昭夫 氏

大任町長
永原 譲二 氏

小竹町長
松尾 勝徳 氏

芦屋町長
波多野 茂丸 氏

嘉麻市長
松岡 賛 氏

飯塚市長
齊藤 守史 氏

北九州市長
北橋 健治 氏

　北九州市をはじめとした６首長たちと、国、県の河川管理者がパネラーとして参加し、
各々の河川との関わりや取組みなどについて説明。遠賀川の自然再生にむけて、子供達の
環境教育の必要性や活動団体への財政支援検討についての意見などが出されました。

第2部 流域リーダーによるパネルディスカッション

｢河川敷の葦を刈り堆肥にして、
米や菜作りに活用する取り組み｣

｢堀川に五平太舟を浮かべ､
　堀川の再生に取り組む活動｣

｢源流の竹林を整備し竹炭を作り､
　 河川浄化に活用する取り組み｣

｢アカウミガメの保存活動の
　　　　　　　　　取り組み｣

嘉穂水辺の楽校周辺の環境を守る会
安部 和義 氏

堀川再生の会・五平太
中村 恭子 氏

福岡県立嘉穂総合高校
大隈城山校　生徒代表

岡垣ウミガメ倶楽部
濱田 孝 氏

住民団体４グループによる日頃の活動状況の発表に、会場の聴講者から大きな拍手が贈られました。第1部 活動発表

　「Ｉ ＬＯＶＥ 遠賀川流域リーダーサミット（以下、「流域リーダーサミット」と略す。） 」は、生命の川である遠賀川の
水環境（水質・ゴミ問題）の改善をめざして開催するものです。
　遠賀川流域では、遠賀川の自然を守る約８ ０ の住民団体が活動されていますが、遠賀川の水環境問題の解決には、流域
自治体が連携して取り組まないと解決しないと考え、流域のリーダー達によるパネルディスカッションを主とする流域
リーダーサミットを平成19年度よりNPO法人遠賀川流域住民の会、国土交通省遠賀川河川事務所が共同開催しています。
　第1回は平成20年1月20日(八幡西区･こやのせ座)、第2回は平成22年1月17日(直方市･ユメニティのおがた)で開催しました。
　第３回となる今回の流域リーダーサミットでは、前回の
流域リーダーサミットでの”遠賀川の水環境改善には、流域
自治体連携強化の為の共通の取り決めが必要である”という
提言を踏まえて、福岡県知事を迎えて、流域２２市町村長に
よる「遠賀川流域宣言」を行いました。
　会場となったイイヅカコスモスコモンには、流域で活動
する住民団体や関係者など約500人が参加して熱心に聞き
入り、好評のうちに閉会しました。

遠賀川の自然再生への道･･流域住民の共有財産の認識を求めて遠賀川の自然再生への道･･流域住民の共有財産の認識を求めて遠賀川の自然再生への道･･流域住民の共有財産の認識を求めて第3回 Ｉ ＬＯＶＥ 遠賀川リーダーサミット第3回 Ｉ ＬＯＶＥ 遠賀川リーダーサミット

http://www.qsr.mlit.go.jp/onga/h24_ls/sengenbun.pdf
http://www.qsr.mlit.go.jp/onga/h24_ls/1324511204.pdf



